


















緒言:岩手県における周産期医療の地域化は,岩手医科大学小児科に新生児集中治療室

(NICU)が設立された1982 年に始まった。同時に開始した積極的な母体搬送,新生児搬送と

積極的な妊娠管理により,乳児死亡率,新生児死亡率,周産期死亡率の著しい減少がほぼ 4

年間で達成された。その地域化の中枢である岩手医科大学付属病院で1982年 6月から1989

年 6 月までの 7 年間に 258 名の極小未熟児が出生した。今回,極小未熟児を娩出した母体

228 例の搬送時臨床的背景,分娩様式,出生児の合併症や短期予後等を解析し,周産期医療

の地域化に伴う問題点と極小未熟児出生とその合併症発生の具体的予防策と対応策を得る

ことを目的とし,以下の臨床的検討を行った。 


